
記者会見資料 №3 

長岡市 
 

 

 

   平成２１年３月１８日  

教育委員会中央図書館  

 

市民協働で編集、新長岡市の偉大な先人を１冊にまとめました。 

『郷土長岡を創った人びと』を刊行します。 
 

新長岡市が生んだ地域やまちづくりに貢献した先人を、１冊にまとめた人物誌「郷土長岡を創

った人びと」を刊行します。 
本書編集の企画は、平成１７年度に行った「市制１００周年記念“市民アイデア募集”」の市

民提案から実現したものです。人物の選定から執筆・編集に多くの市民が参加しました。市民協

働の形式で人物誌を刊行することは、長岡市として初めての取り組みです。また、合併後の人物

誌として初めて刊行します。 
 本書は、先人の業績をわかりやすく紹介した入門書です。長岡の今を築いた先人を通して、郷

土に対する「誇り」や「親しみ」、そして「一体感」を感じさせる内容になっています。 
 

市民協働による取り組み 

１ 人物の選定や執筆・編集を行う『郷土長岡を創った人びと』編集委員会を公募。 

編集委員会は１４人で構成し、各地域から委員一人を委嘱。人物の選定や執筆・編集を行い

ました。（別紙資料参照） 

２ まちづくりに貢献した人物を市民から募集 

平成１９年１月と４月の「市政だより」で、まちづくりに貢献した人物を募集し、１２５件

の応募がありました。市民と編集委員の情報（３６７人）をもとに人物を選定しました。 

３ 編集委員を講師にした「本書を読む会」を、平成２１年度に開催予定。 

 

『郷土長岡を創った人びと』の概要 

１ 特徴・内容 

・２００点を超える写真と図表を掲載。エピソードを中心に、先人の業績をわかりやすく紹

介しています。（Ａ４判 １４０ページ フルカラー） 

・先人の「史跡めぐり」ができるように、「人物ゆかりの場所情報」を掲載しました。 

２ 掲載人物 

  掲載人物総数６７人、各地域５人～１０人を紹介しています。 

牧野忠成（長岡）、大竹貫一、山崎リサ（中之島）、高橋九郎（越路）、 

長谷川熊平（三島）、坂牧善辰（山古志）、山口権三郎（小国）、良寛（和島）、 

丸山元純（寺泊）、小林富次（栃尾）、直江兼続（与板） ほか（別紙資料参照） 

３ 販売・配布等 

・作成部数  ３，０００部 

・販売価格  １，０００円（消費税込） 

・販 売 日  ４月１０日（金）※予定 

・販売場所  各図書館・市内各書店（３月１９日から予約受付開始） 

  ・無償配布  市内の小・中・高等学校及び高等教育機関 

（問い合わせ：中央図書館文書資料室 電話３６－７８３２） 


